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ジョン・ロールズ『正義論〔改訂版〕』本文訂正一覧 
             2019 年 4 月現在 

――――――――――――第 6 刷（2011 年 9 月刊）までの訂正分――――――――――― 
誤植 
132 ページ：最終行 との比較考量⇒と比較考量 
135 ページ：9 行目 要する⇒要とする 
272 ページ：１行目 国有の⇒固有の 
571 ページ：原注 1 行目 R. R. Hare⇒R. M. Hare 
576 ページ：2 行目 beneficence act⇒beneficent act 
594 ページ：後ろから 5 行目 粗描⇒素描 
745 ページ：後ろから 5 行目 導びかれて⇒導かれて 
修正・加筆 
010 ページ：3 行目 疑惑や敵意とは⇒疑惑と敵意とは 
017 ページ原注 4：3 行目 『統治二論』加藤節訳、岩波書店、二〇〇七年 

⇒『統治二論』加藤節訳、岩波文庫、二〇一〇年 
028 ページ：後ろから 2 行目 原理と確信⇒条件と判断 
070 ページ：後ろから 3 行目 道徳感情⇒道徳感情（情操） 
110 ページ：＜後ろから 7 行目から 5 行目までの一文を以下のように修正する＞ 

すなわち、たとえ格差原理が何らかの利得をその人物に割り当てたとしても、

政治システムに対して利得が及ぼす不正な影響力の類い（自由の優先権が排除し

てしかるべきもの）が残ってしまうだろうから〔その場合、当該の利得は制限され

る〕、との想定がそれである。 
114 ページ：4 行目 付随する⇒付帯する 
133 ページ原注 15：1 行目 ヒュックス⇒フークス 
133 ページ原注 15：2 行目 ヒュックス規準⇒フークス規準 
135 ページ：10 行目 補償⇒補正 
142 ページ：11 行目 大きな利益⇒大きな相対的利益 
142 ページ：後ろから 2 行目 において相対的に 

⇒において〔自由や平等に比して〕相対的に 
186 ページ：後ろから 3 行目 獲得⇒習得 
222 ページ：11 行目 受け取る⇒見立てる 
222 ページ：12 行目 彼の予期⇒彼の予期（期待値） 
222 ページ：13 行目 ∑plul⇒∑piui 
222 ページ：13 行目 pl は i 番目の⇒pi は i 番目の 
222 ページ：13 行目 ul は対応する地位を⇒ui は i 番目の地位を 
223 ページ：後ろから 5 行目 当事者たちをリスクに⇒当事者たちを〈リスクに 
224 ページ：後ろから 4 行目 合理的な個人と見なす⇒合理的な個人〉と見なす 
374 ページ：後ろから 6 行目 へと目を向けて⇒を当てにしながら 
433 ページ：1 行目 ボーリング版著作集⇒バウリング版著作集 
453 ページ：3 行目 ロスが⇒〔直観主義者の〕ロスが 

修正・加筆
165ページ ： ≲ 5行目「すくなくとも生活全体をその技術の習練と関連づけなければならない。」のあと
　　　　　　　に、以下の文章が入る ≳
　　　　　自分自身が、技術の習練に用いられる道具となる。その道具がどのような用途に　　
　　　　　使われるかに応じて、その道具を、いつでも使える状態にしておかなくてはならない。

エーリッヒ･フロム 『愛するということ 新訳版』　本文訂正一覧

第41刷（2019年11月刊）の訂正

[お詫びと訂正]

1991年3月25日刊行の『愛するということ 新訳版』の「第4章 愛の習練」に誤り（未訳出箇所）がありました。
下記の通り訂正し、お詫び申し上げます。

第41刷（2019年11月刊）の訂正

165ページ5行目「すくなくとも生活全体をその技術の習練と関連づけなければならない。」のあとに、以下の
文章が入ります。

「自分自身が、技術の習練に用いられる道具となる。その道具がどのような用途に使われるかに応じて、その
道具を、いつでも使える状態にしておかなくてはならない。」


